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『僕は何度でも、きみに初めての恋をする。』
が累計２４万部を超えるセールスを上げる沖
田円さん。安城で生まれ育ち、今も市内に
住む人気作家です。
新作は、七夕祭りの表紙カバーが印象的な
小説『神様の願いごと』。
沖田さんに、作品や安城七夕まつりへの想
いについてお聞きしました。

「
夢
を
持
た
な
い
人
」を
応
援
し
た
い

「
３
月
に
４
作
目『
神
様
の
願
い
ご
と
』

を
発
刊
し
ま
し
た
。
夢
を
持
た
な
い
女

子
高
生
の
千
世
が
、
神
社
で
出
会
っ
た

ち

せ

〝
神
様
僑と
の
出
会
い
を
機
に
人
々
の
喜

び
や
悲
し
み
を
知
り
、
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
け
て
い
く
お
話
。
千
世
は〝
神

様
僑の
夢
を
叶
え
る
た
め
、
七
夕
祭
り

を
開
催
し
よ
う
と
奔
走
し
ま
す
。

今
作
は
、
夢
を
追
う
人
で
は
な
く
、

夢
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
人
や
夢
を
あ
き

ら
め
た
人
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
書

い
た
も
の
で
す
。
私
も
高
校
生
の
頃
は

夢
が
見
出
せ
ず
、
友
達
が
将
来
に
向
け

着
々
と
進
路
を
決
め
て
い
く
中
で
焦
り

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
専
門
学
校
に
進

ん
で
か
ら
も
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
悩

み
苦
し
む
毎
日
。
そ
ん
な
時
に
偶
然
出

会
っ
た
の
が
小
説
投
稿
サ
イ
ト
で
し
た
。

現
実
逃
避
し
た
く
て
始
め
た
執
筆

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
小
説
を
書
き
ま
し
た
。
文
章
を

書
く
の
が
特
別
得
意
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
小
説
を
書
い
て
い
る

間
は
現
実
を
忘
れ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

私
の
執
筆
は
、
い
わ
ば
現
実
逃
避
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
数
年
は
会
社
勤
め
の
傍
ら
、

か
た
わ

趣
味
と
し
て
小
説
を
投
稿
し
て
い
ま
し

た
が
、
出
版
社
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
小

説
家
デ
ビ
ュ
ー
。
以
来
、
こ
の
一
年
半

で
多
く
の
方
に
作
品
を
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
嬉
し
い
の
で

す
が
、
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

な
フ
ワ
フ
ワ
し
た
感
覚
で
い
ま
す
。

大
好
き
な
安
城
七
夕
ま
つ
り

『
神
様
の
願
い
ご
と
』は
、
駅
で
安
城

七
夕
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
出
版

社
の
編
集
者
が
、「
七
夕
祭
り
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
作
品
を
書
い
て
は
？
」と
何
気

な
く
言
っ
た
一
言
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

作
品
の
中
で
七
夕
祭
り
や
願
い
ご
と
は

重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
幼
い
頃
か
ら
安
城
七
夕
ま

つ
り
は
大
好
き
で
し
た
。
学
生
の
頃
は

３
日
間
毎
日
行
く
ほ
ど
。
屋
台
の
食
べ

歩
き
が
好
き
で
し
た
ね
。

作
品
に
は
商
店
街
や
ま
ち
に
住
む
様

々
な
人
々
が
登
場
し
ま
す
。
私
は
生
ま

れ
も
育
ち
も
安
城
。
幼
い
頃
か
ら
、
商

店
街
の
人
や
そ
の
家
族
が
ま
ち
ぐ
る
み

で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
様
子
が
身
近

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
の
原
風
景

と
し
て
、
あ
る
い
は
憧
れ
と
し
て
、
作

品
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
先
も
ず
っ
と
、
こ
こ
安
城
で
作

品
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

小説『神様の願いごと』は、安城七
夕まつりの会場の一つである安城
七夕神社がモチーフとなった作品。
今年度の安城七夕まつりは、『神様
の願いごと』との共同イベントも
実施予定です。

今年の安城七夕まつりの
ポスターは、沖田作品の
表紙イラストに決定！

広報あんじょうでは今後、沖田円さんによるコラムを掲載予定です。乞うご期待！

安城市出身・在住の小
説家。超人気小説『僕
は何度でも、きみに初
めての恋をする。』をは
じめ、『一瞬の永遠を、
きみと』『春となりを
待つきみへ』（スターツ
出版）等ヒットが続く。
『神様の願いごと』（ス
ターツ出版・６１０円（税
別））は８万部を突破。

小説家 沖田円さん

貨

安城市出身・在住の
人気作家、沖田円さんを

おき た えん

ご存知ですか



市
税（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等
）は

私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し
を

送
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
福
祉
や
保
険
と
い
っ
た
社
会

保
障
、
ご
み
処
理
、
教
育
、
道
路
整
備

等
、
様
々
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
非

常
に
大
切
な
財
源
で
す
。

市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内

に
納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
人
と
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
納

税
相
談
も
な
く
納
付
も
な
い
人
に
対
し

て
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
的
に
徴

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
税
の
納
付
は
、
期
限
内
の
自
主
納

付
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
督
促
状
の
発
送
等
に
経
費
が
か

か
り
、
そ
の
経
費
も
市
税
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
の
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

延
滞
金
は
、
納
期
内
納
付
を
し
て
い

る
大
多
数
の
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
に
課
さ
れ
る
も
の
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
翌

日
か
ら
完
納
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
計
算
し
、
徴
収
し
ま
す
。

市
が
滞
納
者
の
財
産
を
差
押
え
す
る

こ
と
で
す
。
私
債
権
と
は
異
な
り
、
税

を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
市
は
裁
判
所

に
訴
え
る
必
要
な
く
差
押
え
で
き
ま
す
。

支
払
能
力
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
遊

興
費
・
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
等
を
優

先
し
、
納
税
し
な
い
人
等
が
滞
納
処
分

と
な
り
ま
す
。

◎
滞
納
処
分（
差
押
）の
対
象
と
な
る
財

産・
債
権（
預
貯
金
、
給
与
、
年
金
、
生

命
保
険
、
所
得
税
還
付
金
、
売
掛
金
、

賃
料
等
）

・
不
動
産

・
無
体
財
産
権（
信
用
組
合
・
農
業
協

同
組
合
等
へ
の
出
資
金
等
）

・
動
産（
絵
画
、
自
動
車
等
）

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
等
の
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
や
、
多
重
債
務

等
に
よ
り
市
税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
放
置
せ
ず
に
納
付

で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

広報あんじょう 2017.7.1 迦迦迦

滞
納
処
分
と
は

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

延
滞
金
に
つ
い
て

納
税
が
困
難
な
人
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、

早
め
の
相
談
を



※税金の納付についてのご相談を窓口や電話で受け付けています。
納税に関する相談は納税課納税係へ問い合わせてください。

●口座振替可能な市税
市民税・県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、
国民健康保険税（普通徴収）
●取扱金融機関
市内に本・支店のある金融機関、郵便局、中京銀行、西三河農協、
あいち三河農協、あいち豊田農協
●申込方法
市内の金融機関窓口、納税課、明祥・桜井・北部支所で申し込んで
ください
※提出日（郵送の場合は消印日）の２カ月後の月末以降の納期分から

振替開始となります（１２月のみ２６日以降に振替開始）。
※市税の口座振替に関しては納税課管理係へ問い合わせてください。

過 広報あんじょう 2017.7.1

地方税法の規定により、納期限経過後２０日以内に督促状
を送付します。納期限の翌日から延滞金の計算が始まり
ます。

督促状を送付しても納付がない場合は、催告書の送付や
電話による催告を行う場合もあります。

督促状や催告書を送付しても納付がない場合は、官公署・
金融機関・勤務先・取引先・滞納者の自宅等に対して財
産調査を行います。これらの調査は、滞納者に事前に了
承を得ずに行うことができます。

督促状や催告書を送付しても納付がなく、財産調査の結
果、差押えすべき財産がある場合は、滞納者の財産を差
押えします。

差押え後も納付がない場合、差押えられた財産は、滞納
者の意思に関わらず、債権の取り立てや公売により換価
し、滞納市税に充てます。

■問諮納税課納税係（緯〈７１〉２２１７）

■問諮納税課管理係（緯〈７１〉２２１６）

▲自動車の差押えの例（車を動かす
ことができなくなります）

▲早めの相談をお待ちしています
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達
や
本
市
へ
の
転
入
に
よ
り
対
象

と
な
っ
た
人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料（
税
）と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま

す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料（
税
）

を
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

証
を
更
新

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
７
月
中
旬
に
新

３１

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

申
請
を
受
付

認
定
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含

む
）し
た
場
合
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
引
き
続
き
必
要

３１

な
人
は
６
月
に
発
送
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
知
書
を
送
付

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。
納
付
方
法
は
、
年
金
額
・

種
類
等
で
異
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

第

１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）へ
送

６５

付
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付
し

ま
す

●
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

被
保
険
者
世
帯
の
世
帯
主
へ
送
付
。

制
度
の
内
容
等
は
本
号
折
込
チ
ラ

シ
参
照

■
納
付
方
法

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
又
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
す
る
月
は
７
月
～
来
年
２
月
の

８
回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
込
は
、
振
替
希

望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
届
出
印

を
持
ち
、
市
内
金
融
機
関
か
、

市
高
齢
福
祉
課
・
国
保
年
金
課

へ
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
の
年
齢
到

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

現
在
の
割
合
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
８
月
以
降
の
介

３１

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
負

担
割
合
を
表
示
し
た「
負
担
割
合

証
」を
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
介
護
保

険
証
と
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

■
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直

し
８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
利
用
者
負
担
段
階
区
分（
所

得
等
に
応
じ
た
区
分
）の「
一
般
世

帯
」の
上
限
額（
月
額
）が
、
３
万

７
２
０
０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０

円
に
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
１
割
負
担

者
の
み
の
世
帯
は
、
過
大
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
年
間
の
上
限
額

■問
▼
高
齢
福
祉
課

介
護
給
付
係

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

国
保
年
金
課
医
療
係

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

■高額介護サービス費

上限額（月額）利用者負担の段階区分

４４，４００円現役並み所得者※

４４，４００円（８月から）
３７，２００円（７月まで）

一般世帯
（下記の区分及び現役並み所得者に該当しない人）

２４，６００円世帯全員が市民税非課税

１５，０００円（個人）
・合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人
・老齢福祉年金の受給者

１５，０００円（個人）・生活保護の受給者等

※現役並み所得者 同一世帯に課税所得１４５万円以上の６５歳以上の人がいて、６５歳
以上の人の収入が単身３８３万円以上、２人以上５２０万円以上の人。

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

万
６
４
０
０
円
を
新
設
し
ま
す
。

４４（
３
年
間
の
時
限
措
置
）



二
人
の
娘
が
と
も
に
結
婚
し
、

た
ま
に
娘
夫
婦
と
外
食
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
後
日
、
お
店

の
ご
主
人
か
ら「
娘
さ
ん
と
仲

が
い
い
の
が
う
ら
や
ま
し
い
で

す
」と
言
わ
れ
、
驚
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
娘
ら
と
特
別
に

仲
が
い
い
と
い
う
自
覚
は
な
い

の
で
す
が
、
多
く
の
客
人
を
見

て
き
た
目
に
は
そ
う
映
る
の
だ

そ
う
で
す
。
ふ
り
返
れ
ば
、
娘

た
ち
が
ま
だ
幼
か
っ
た
頃
、
私

が
家
に
い
る
時
は
、
お
風
呂
に

入
れ
て
あ
げ
た
り
、
眠
る
前
に

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

専
業
農
家
の
生
ま
れ
の
私
は
、

両
親
が
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
に

忙
し
く
寂
し
い
思
い
を
し
た
た

め
、
せ
め
て
自
分
の
子
ど
も
の

幼
少
期
に
は
、
親
と
し
て
の
愛

情
を
注
い
で
や
り
た
い
と
意
識

し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ふ

れ
あ
い
が
後
に
、
私
た
ち
親
子

の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

私
と
し
て
は
、
む
し
ろ
娘
二

人
の
仲
が
と
て
も
良
い
こ
と
の

方
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
が
困
っ
た
時
、
親
よ

り
先
に
二
人
で
相
談
し
合
っ
て

い
た
と
の
話
を
、
後
で
知
ら
さ

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
族

の
絆
の
価
値
は
、

お
金
に
換
算
で

き
ま
せ
ん
が
、

私
に
は
人
生
の

宝
も
の
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

本
市
で
は
子

育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
お
り
、

低
年
齢
児
や
長

時
間
の
保
育
を

充
実
さ
せ
、
多

く
の
保
護
者
に

ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
づ
く
り

に
、
保
育
の
充
実
は
不
可
欠
で

す
が
、
一
方
で
、
各
家
庭
で
の

日
常
的
な
親
子
の
ふ
れ
あ
い
は

十
分
な
の
か
と
の
心
配
も
抱
い

て
い
ま
す
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」で
す
。

共
通
し
た
楽
し
い
ひ
と
時
を
つ

く
る
こ
と
が
、
生
涯
に
わ
た
る

家
族
関
係
を
決
定
づ
け
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
今
の
若
い
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
お
忙
し
い
の
で

し
ょ
う
が
、
で
き
る
だ
け
子
ど

も
に
寄
り
添
い
、
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

お
金
で
手
に
し
た
宝
も
の
は

時
間
と
と
も
に
色
あ
せ
ま
す
が
、

家
族
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
長

い
歳
月
の
後
に
輝
き
を
放
つ
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
時
計
の
針
は

戻
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
夏
休
み
、

親
子
で
過
ご
す
ひ
と
時
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
美
化
標

語
の
表
彰

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
と
、
環
境

美
化
標
語
の
入
賞
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

小
島
英
義（
里
町
）

鈴
木
徹（
緑
町
）

鶴
田
俊
策（
古
井
町
）

永
見
道
佳（
野
寺
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

遠
所
洋
一（
愛
三
工
業
株
式
会
社

え
ん
じ
ょ

安
城
工
場
）
標
語
糸「
捨
て
ま
せ

ん

ゴ
ミ
の
無
い
街

自
慢
の
街
」

●
強
調
月
間

７
月
１
日
～
８
月

日
３１●

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
非
行
の
芽
は

や
め
に
つ
も
う

み
な
我
が
子
」

●
内
容

県
下
一
斉
に「
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む

県
民
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
市
も
、
昭
和

年
に「
青
少
年

５７

を
す
こ
や
か
に
は
ぐ
く
む
都
市
」

宣
言
を
行
い
、
全
市
民
的
な
運
動

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
特
に
夏

期
は
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
に
危

険
な
落
と
し
穴
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
の

会
話
の
機
会
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る

み
で
青
少
年
の
非
行
防
止
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

●
問
合
せ

青
少
年
愛
護
セ

ン
タ
ー（
青
少
年
の
家
内
／
緯

〈

〉３
４
３
２
）

７６

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取

り
組
む
県
民
運
動（
夏
期
）

アンフォーレ内図書情報館 でんでんむしのへや
（ご家族でのふれ合いの場としてご活用ください）

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６
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全
国
的
に

緊
急
地
震
速

報
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

市
で
販
売
し

た
防
災
ラ
ジ

オ
を
待
機
状

態
に
し
て
お

く
と
、
自
動

で
緊
急
地
震

速
報
を
受
信

し
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を

見
聞
き
し
た
場
合
は
、
素
早

く「
姿
勢
を
低
く
」、「
頭
を
守

り
」、「
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

じ
っ
と
す
る
」の
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校

等
の
公
共
施
設
か
ら
も
訓
練

放
送
が
流
れ
ま
す
。
各
施
設

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
訓
練
放
送
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き

７
月
５
日
昌
午
前

時

分
頃

１０

１５

●
問
合
せ

危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

■
第
２
回
三
河
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

西
三
河
最
大
級
の
フ
ラ
の
祭
典

が
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
元
フ
ラ
ガ
ー
ル
大
集

合
！
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
踊
る
２

日
間
を
楽
し
も
う
！

●
と
き

７
月
８
日
松
午
前

時
１０

～
午
後
８
時
・
９
日
掌
午
前

時
１０

～
午
後
６
時

●
と
こ
ろ
／
内
容

自
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ハ
ワ
イ
ア
ン
雑
貨
等
の
シ
ョ
ッ

プ
や
、
ロ
ミ
ロ
ミ（
ハ
ワ
イ
ア
ン

マ
ッ
サ
ー
ジ
）、ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ォ

ト
撮
影
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が
出
店

し
ま
す

自
願
い
ご
と
広
場

ロ
コ
モ
コ
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、
シ

ェ
イ
プ
ア
イ
ス
等
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ー
ド
が
楽
し
め
る
飲
食
ブ
ー
ス

や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
が
出
店
し

ま
す

自
ホ
ー
ル
・
願
い
ご
と
広
場

８
日
止
多
く
の
フ
ラ
・
ダ
ン
サ

ー
か
ら
支
持
さ
れ
、
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
数
々
の
発
表
会
や
イ

ベ
ン
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
演

奏
す
る「
M
I
N
E
I
」等
に
よ
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し

ま
す９

日
止
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
出

身
の
シ
ン
ガ
ー「
Ｉ
ａ
ｎ

Ｓ
ｈ

ｉ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
」に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ス
テ
ー
ジ
等

を
開
催
し
ま
す

●
問
合
せ

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ズ（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内

／
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６
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ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し
・
お
知
ら
せ

◆
自
転
車
で
お
越
し
の
際
は

左
図
の
青
色
部
分（
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
駐
車
場
の
北
側
広
場
寄

り
・
西
側
）に
駐
輪
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
お
停
め

く
だ
さ
い

◆
バ
イ
ク
で
お
越
し
の
際
は

左
図
の
水
色
部
分（
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
駐
車
場
の
東
側
）に
バ

イ
ク
置
き
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
に
お
停
め
く
だ
さ
い

●
問
合
せ

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６
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国
民
年
金
第
1
号
の
被
保
険
者

で
、
所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

保
険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
分（
平
成

年
７

２９

２９

月
～
平
成

年
６
月
分
）の
免
除

３０

申
請
は
７
月
３
日
捷
か
ら
市
役
所

窓
口
で
受
付
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
万
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
内
容

保
険
料
の
全
額
免
除
、

一
部
免
除（
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）、納
付
猶
予

●
申
請
対
象
期
間

申
請
日
の
２

年
１
カ
月
前
～
来
年
６
月

●
対
象

保
険
料
免
除
制
度
糸
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
。

失
業
・
倒
産
・
天
災
等
の
理
由
に

よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人

納
付
猶
予
制
度
糸
５０

歳
未
満（
平
成

年
６
月
ま
で
は

２８

対
象
年
齢
が

歳
未
満
）で
本
人・

３０

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
人
。
失
業
・
倒
産・

天
災
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
そ
の
他

全
額
免
除
や
納
付
猶

予
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が（
一
部
免
除

は
一
部
納
付
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）、全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
将
来
の
年
金
額
は

少
な
く
な
り
ま
す

※
保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予
期
間

後

年
以
内
は
免
除
等
の
承
認

１０
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、

後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と

に
よ
り
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物

①
年
金
手
帳
又
は
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

②

印
鑑

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
写
し（
失
業
を
理
由
と
す

る
申
請
の
場
合
）

●
申
込
み

右
の
持
ち
物
を
持
ち

国
保
年
金
課
へ

※
継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免

除
又
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
人
で
平
成

年
分
の
所
得

２８

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、
平

成

年
７
月
～
平
成

年
６
月

２９

３０

分
の
免
除
申
請
は
不
要
。

●
問
合
せ

国
保
年
金
課（
緯

〈

〉２
２
３
１
）

７１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

受
付

市民の芸術と文化の向上をめざす市民芸術祭を１０月
１３日晶～１１月２６日掌に開催します。期間中、多彩な催
しを行います。皆さんの参加をお待ちしています。
●問合せ 市民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）

■第２９回市民文芸まつり
俳句・短歌の自作未発表作品を募集。ともに雑詠と

ざつえい

します。１１月２６日掌に市民会館にて入賞作品の発表大
会を開催します。
●募集内容 一般（高校生を含む） ▼俳句の部獅３句以
内 短歌の部獅２首以内
小・中学生 ▼俳句の部獅２句以内 短歌の部獅１首

●対象 市内在住・在勤・在学者又は安城文化協会会員
●申込み ７月２８日晶までに、はがき（消印有効）に楷
書で、表面に部門・郵便番号・住所・氏名（フリガ
ナ）・筆名（フリガナ）・電話番号・年齢（市外応募資格
者は、学校名・勤務先名又は文化協会所属団体名も
記載）を縦書きで記入。裏面は上部に２尺の余白を
設けて、作品のみを縦書きで正確に大きく記入し、
安城文化協会「市民文芸まつり係」（〒４４６－００４１桜町
１９－１３）へ
※１部門につき１人１枚のみ。
※市HPから申込可。
※応募規定に違反した作品は失格無効。
※応募作品の著作権及び使用についての権利は市に
帰属し、作品は返却しません。

■第５０回市民芸能まつり
●とき １０月２８日松・２９日掌

●ところ 市民会館
●部門 民謡・舞踊・詩吟・箏曲・民踊・バレエ等
●対象 市内で活動する芸能団体・安城文化協会加入
団体

●申込み ７月１４日晶までの午前１０時～午後４時（松

掌捷を除く）に、申込書に必要事項を記入して、持
参か郵送（消印有効）・ファクスで安城文化協会（さく
ら庁舎内／〒４４６－００４１桜町１９－１３／胃〈７４〉６０６６）へ
※申込書は同協会で配布。

■文芸・技芸・趣味の集い
●とき １０月１３日晶～１５日掌、１１月上旬
●ところ 市民会館 他
●部門 美術・芸能を除く部門
●申込み 市民芸能まつりに同じ

■第７４回安美展
●とき 前期獅１０月２０日晶～２９日掌 後期獅１１月３日
抄～１２日掌

※捷は休館。
●ところ 市民ギャラリー
●部門 前期獅日本画、書、工芸・彫塑 後期獅洋画、
写真

●申込み 出品申込の詳細は本紙６月１５日号参照
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掲載希望者は、掲載月の３カ月前の１日（松掌抄承

の場合は、その翌開庁日）午前９時から電話で広報広
聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。各情報については、それぞれの
問い合わせ先へ。
※掲載は先着順。ただし、過去に掲載していない団体
を優先します。１１月１日号分は８月１日昇から受け
付けます。掲載基準等の詳細は同係まで問い合わせ
てください。

歌謡曲deフラダンスサークル 会員募集
誰もが口ずさめるような歌謡曲に合わせてフラダン
スを楽しむサークルです。ゆっくりと進んでいきます
ので、初心者も安心して参加できます。 ■時毎月第２・
４昭午前１０時～１１時３０分 ■場市民会館 ■￥１回１０００円
（体験無料） ■問杉浦三千子さん（緯０９０〈４２１２〉２４１９）

ZUMBAサークル メンバー募集
ズ ン バ

ラテンの音楽に合わせて楽しく体を動かしてみませ
んか？初めての方も歓迎！ ■時隔週昭午後７時１５分～
８時１５分 ■場北部公民館 ■￥１回のみの体験参加は
１０００円。連続した２回以上の参加で７５０円／回 ■持シュ
ーズ、飲み物 ■問金子雄基さん（緯０９０〈５８６５〉５４３２）

■時とき ■場ところ ■内内容 ■講講師 ■対対象
■定定員・募集人数 ■￥会費・入場料など ■持持ち物
■他その他 ■申申し込み方法など ■問問い合わせ先

絵画グループ七彩会展２０１７
なな いろ

水彩やパステルで描いた作品を約５０点展示します。
■時７月６日昭～９日掌午前９時～午後５時（６日は午
後１時から、９日は午後４時まで） ■場市民ギャラリー
■問石川善治さん（緯〈９９〉２０３７）

水中ウォーキング体験会
中高年男女から成るサークルで、先生の指導の下、
無理なく楽しく運動しています。体験会を行います。
■時７月７日晶・１４日晶午後２時～３時 ■場マーメイド
パレス ■￥１回５００円（施設利用料込） ■持水着
■問さくら会・中村さん（緯〈７５〉２２４５）

森の恵み体験
■時■内陰７月２５日昇獅水源地見学 隠８月２２日昇獅水源
地間伐体験 いずれも午前８時３０分～午後３時３０分
■対中学生以上 ■定各１５人（先着順） ■￥各５００円
■申７月４日昇から電話でエコネットあんじょう事務局
（緯〈５５〉１３１５）へ ■問古居敬子さん（緯０８０〈５２９５〉７７８２）

安城マジッククラブ 会員募集
秘密の得意芸としてマジックを一緒に楽しみましょ
う。人気者にもなれます。余暇時間を有効に使い頭脳
と指先を活性化させてくれるのが手品です。
■時毎月第２・４昇午後７時～９時 ■場桜井公民館
■￥３カ月５０００円 ■問水上保之さん（緯０９０〈４４０９〉５８１８）

やろまいか みんなの平和祭２０１７
戦争関連品の展示、学生による戦争体験談の読み上
げ、原発映画の上映等。 ■時７月２９日松午前１１時～午
後５時・３０日掌午前１０時～午後４時 ■場市民交流セン
ター ■￥映画のみ有料。大人前売１０００円、当日１３００円。
小中高生５００円 ■問石川翼さん（緯〈９８〉６９３２）

幼児から大人の絵画展
絵画教室「レインボーアート」「さるびアート」「あい

がも教室」の合同展です。ぜひ、お越しください。
■時７月２８日晶～３０日掌午前９時～午後５時（２８日は午
前１１時から、３０日は午後４時まで） ■場市民ギャラリー
■問杉浦辰子さん（緯〈７５〉８３３９）

第１３回 安
あん

笑落語会
しょう

安笑落語会です。変わった人、面白い人物が登場す
るいろいろな演目を用意しています。ぜひ、お越しく
ださい。楽しんで、笑ってください。
■時７月２日掌午後２時 ■場昭林公民館
■問原長介さん（緯０９０〈９１２５〉６８８０）



２０１７安城七夕親善大使に選ば
れた髙嶋茉由さん。ピアノを弾
くことと高校野球観戦が趣味の
大学生です。
◆七夕まつり
の思い出は
生まれも育
ちも安城で、
七夕まつりに
は、毎年行っ
ていました。
屋台等のお店をまわるのが大好
きです。毎回、食べるのを楽し
みにしているかき氷のお店もあ
ります。また、願いごと風船が
飛ぶのを見て、とても感動した
ことを鮮明に覚えています。
◆楽しむ側から盛り上げる側へ
いつもは、楽しむ側で参加し

ていた七夕まつりですが、広報
に載っていた親善大使の募集広
告を見て、今年は自分が盛り上
げる側になりたいと思って応募
しました。母からは「やるから
には、ちゃんと頑張ってね」と、
背中を押してもらいました。
一次審査の時はとても緊張し
てしまいましたが、公開で行わ
れた二次審査の時は、「楽しんで
やろう！」と気持ちを切り替え
ました。また、母や妹たちが客
席から笑顔で応援してくれて、
心強かったです。
◆七夕まつりここがオススメ！
安城七夕まつりは、「願いごと、
日本一。」！キャンドル・風船・
短冊等、願いごとに関するイベ
ントがいっぱいあって、子ども

からお年寄りまで、みんなが楽
しめます。今年の目玉は、６月
にオープンしたアンフォーレ！
願いごと広場が新しくメイン会
場となり、楽しい催しものがた
くさんありますので、ぜひ皆さ
んに来てもらいたいです。

広報あんじょう 2017.7.1

２０１７安城七夕親善大使
髙嶋茉由さん（市内在住）

ま ゆ

牙

酒井章光くん（６カ月）
あき みつ

お散歩が大好きなゆ
ずちゃん。風が気持ち
良いね！これからもい
ろんな景色を一緒に見
ていこうね。

(百石町)

満面な笑みを浮かべ
る我が家のアイドル璽

すくすくと元気に成長
する姿を楽しみにして
いるよ。

（野寺町）

吉川修
しゅう

平くん（１歳）
へい

よくわらってくれま
す。

（古井町）

よく笑う修くん。最
近色んな表情を見せて
くれるようになりまし
た。みんなに愛される
優しい子になってね。

（安城町）

髙宮有珠ちゃん（６カ月）
ゆ ず

平岩朋花ちゃん（７カ月）
とも か

「元気っ子アルバム」に掲載する写真を募集しています。掲載方法の問い合わせは、電話かＥメ
ールで広報広聴係（☎〈７１〉２２０２／info@city.anjo.aichi.jp）へ。右QRコードからメールで問い
合わせ可能です。
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１０人の参加者が布を使ったぞうりを作りました。参加
した皆さんは、「難しいけれどとても楽しい」「これから
の暑い季節に実際に使うのが楽しみ」と笑顔で話して
いました。（安城南中２年・清水）

■日６月６日 ■場環境学習センター

布ぞうりづくり

一面に広がる小麦畑では、ちょうど収穫をしていまし
た。小麦の穂が、黄金色のじゅうたんのように輝いて
いました。収穫された小麦がどんな料理に使われるか、
とても楽しみですね。（安城南中２年・酒井）

小麦の収穫

安城ものづくりコンベンション２０１７

マーケット横のハンギングバスケットコーナーにコン
テスト（本紙３月１５日号掲載）の受賞作品が飾られてい
ました。見ていたお客さんは「花の赤色がいいね！」と
楽しそうに話していました。（明祥中２年・石原）

■日５月２９日 ■場デンパーク

デンパークのハンギングバスケット

■日６月６日 ■場赤松町地内

３回目となる今回は、過去最多の８８の企業・団体の出
展がありました。ものづくりに関する基調講演のほか、
商談会も開催され、２日間で２０００人以上が来場。もの
づくりの新たな風が安城から巻き起こりました。

■日５月１８日 ■場市体育館



臥 広報あんじょう 2017.７.1

正解者の中から抽選で５人に、記念品を差し上げます。答え・住所・氏名・年齢・感想をはがき、又はＥメール
（表題を「フォトでクイズ回答」）に記入し、７月２０日昭までに秘書課広報広聴係へ。（送付先詳細は裏表紙下部に記
載）６月１日号の答え：「ツツジ（つつじも可）」 ※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

毎年いろいろな絵柄でわたしたちを楽しませてくれる「ふれあい
田んぼアート」。今年の絵柄には花火が使われていますが、何をお
祝いする花火でしょう。

「○○○○○２０周年」

近隣市の代表９校が出場し、女子の部では安城南中学
校が３位入賞。「AISINAW Wｉｎｇｓ」の選手を交えた学
校対抗シュート対決やサイン会等もあり、中学生達に
はトッププロとふれ合える貴重な経験となりました。

■日５月２８日 ■場アイシンAW叙本社体育館（藤井町）

AWカップ（中学生バスケットボール大会）

いじめ撲滅のため、１０年ほど前に生徒が自主的に立ち
上げたこの会議。今回は「身近にひそむ『いじめ』の
きっかけ」にもなり得る「いじり」について議論。地域
の大人も交えて活発な意見交換が行われました。

イエローリボン会議

地域住民の安全な暮らしを守る消防団。市内の３０分団
が日ごろの練習成果を披露しました。小型ポンプの部
は志貴分団が、ポンプ車の部は桜井分団がそれぞれ優
勝しました。

■日６月４日 ■場安城消防署

第４２回安城市消防団消防操法競練会

ふれあい田んぼアート２０１７（田植え）
■日５月２５日 ■場安城南中学校

市内外から集まった約４００人の参加者が元気に田植え
を楽しみました。今年の絵柄はデンパーク２０周年を祝
う「花火」と「あんじょうだいすき」という市民みんなの
気持ちの組み合わせ。今月には見ごろを迎えます。

■日５月２０日 ■場和泉町地内
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■申申込方法等 ■問問い合わせ先 ※なお、指定及び制限を設けない項目は記載していません。

今月の再生家具等入札販売 ˝

■時７月９日掌午前９時～正午
■場リサイクルプラザ
■問清掃事業所（緯〈７６〉３０５３）、当日の問
い合わせ（緯０９０〈９８９２〉２９３３）

■問マーメイドパレス（緯〈９２〉７３５１）
スイカの種飛ばし大会
■時■内７月９日掌午前１１時獅種飛ばし大
会 正午獅試食会
■対■定小学生未満の部獅２０人 小学１～
３年の部獅２０人 小学４～６年の部
獅２０人 一般の部（中学生以上）獅男
女各１０人 試食会獅プール利用者
※当日午前１０時５０分より屋外プール
サイドで受付。（いずれも先着順）

■￥施設利用料
「マーメイドちゃんイラスト」大募集
■時用紙配布獅７月１１日昇～３１日捷（無
くなり次第終了） 用紙受付獅８月
１日昇～１１日抄

■内指定用紙にマーメイドちゃんの似顔
絵又は塗り絵を描いて持参してくだ
さい。当日のプール利用が無料にな
ります

■対似顔絵の部獅小学生 塗り絵の部獅

未就学児
■定各１００人（先着順）
■他１人１枚まで。８月２１日捷～９月３
日掌にマーメイドパレスに作品を掲示
ちびっこデー
■時７月２１日晶

■内未就学児はプール利用料が無料。幼
児プールにボールを開放

■他オムツ着用の子は利用不可。小学３
年生以下は保護者同伴（保護者１人
につき２人まで）

健康お灸～ケアしたいNo.１のツボ
■時７月２７日昭午前１０時３０分～正午
■内お灸の安全な使い方、目の疲れや肩
こりに効くツボ等の初歩的なお灸

■講高橋裕子氏（鍼灸マッサージ師）
■対１８歳以上の女性
■定５人（先着順）
■￥１５００円
■持肘、膝を出せる服装（スカート不可）
■申７月５日昌午前１０時から、電話でマ
ーメイドパレスへ

マーメイドパレスへ行こう ˝

■時７月２２日松・２３日掌午前１０時３０分～
午後５時（２３日は午前１０時から）
■場市民交流センター
■内夏休みの宿題の自由研究にも役に立
つような、植物・生き物を中心とし
た講座を選んで参加できます。実際
に野外で植物を観察したり、植物標
本を作ったり、生き物を顕微鏡で見
たり、顕微鏡写真を撮る方法を学ん
だりします。 講演テーマ（保護者
向け）施「子どもの自然体験とその後
の学習」 講座テーマ（小学生向け）
施「植物標本の作り方」、「ゾウリムシ
の飼い方・観察の仕方」、「身近に光
る生き物について調べてみよう！」、
「セミの抜け殻からわかる都市環境」
■講西三河野生生物研究会会員
■対小学生と保護者
■他事前申込が必要な講座や、定員を設
けている講座もあります。詳細は市
民交流センター（緯〈７１〉０６０１）へ問い
合わせてください

夏休み親子学習会２０１７ ˝

病院内を楽しく探検！手術・看護・
検査体験を行います。
■時８月１９日松午後１時～５時（受付開
始は午後０時３０分）
■場安城更生病院（安城町）
■対小学４～６年生の子と保護者
■定１５組３０人（定員を超えた場合は抽選）
■申７月１３日昭までに同院HP内の申込
フォームから申し込んでください
※当選者のみ、１４日晶にメール連絡
します。

■問安城更生病院企画室（緯〈７５〉２１１１）、
市保健センター（緯〈７６〉１１３３）

夏休み子ども病院探検隊！ ˝丈山苑の催し ˝

①～③共通事項
■場■問丈山苑（緯〈９２〉７７８０）
■￥入苑料施１００円（中学生以下は無料）
呈茶料施３００円

①漢詩勉強会
■時７月１６日掌午後２時～４時
■内石川丈山についての勉強会
■講三島徹氏（東洋文化振興会）
②宵開苑（夕涼み会：怪談）
午後７時まで開苑します。毎日異な
る怪談話をお楽しみいただけます。
■時７月２１日晶～２３日掌午後５時３０分・
６時１０分

③苔玉づくり
■時８月５日松午前１０時～正午、午後１
時～３時

■定各２０人（先着順）
■￥４００円（材料費含む）
■申７月５日昌午前９時から電話で丈山
苑へ

市長・副市長、教育長らが、参加
者の皆さんから意見を聴く「市長と
語ろう あんトーク」を下表のとおり
開催します。

※いずれも１時間４５分程度を予定。
※関係町以外の人も参加可。
■問秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）

関係町（町内会等）名ところとき

二本木、美園、緑、二本木新町、三河安城、
三河安城本町、依佐美・美園住宅二本木公民館７月２９日松

午前１０時

藤野、堀内、桜井北、城山、城向、桜井西町、
東町、姫小川、舘出、鹿乗、小川、三ツ川桜井福祉センター８月２２日昇

午前１０時

池浦、新田、明治本町、昭和、大東アンフォーレ１０月１９日昭

午前１０時

西別所、東別所、別郷、別所団地、北山崎、
高木、大岡、山崎、上条、土器田東部公民館１１月２３日抄

午前１０時
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子育て支援センター講習会 ˝

■場■申７月２０日昭午前９時から電話で子
育て支援センター（あんぱ～く内／
緯〈７２〉２３１７）へ
■他申込は１人１講習まで
親子遊び講習会
■時８月２５日晶午前１０時～１１時３０分
■内テーマ施「親と子の心をつなぐわら
べうた」
■講東りつ子氏（わらべうた講師）
■対１歳半～未就園の子と保護者
■定３０組（先着順）
子育て何でも相談広場
■時９月５日昇午前１０時～１１時３０分
■内テーマ施「入園を控えての子育て」
■講公立保育園・幼稚園園長
■対乳幼児と保護者
■定２０組（先着順）
親子遊び講習会
■時９月２６日昇午前１０時～１１時１５分
■内テーマ施「楽しく遊ぼう！ベビーと
ママのヨガ」
■講小林そら氏（ヨガインストラクター）
■対６カ月～１歳半の子と保護者
■定３０組（先着順）
■持バスタオル１枚

①～④共通事項
■問スポーツセンター（緯〈７５〉３５４５）
■￥施設利用料（④を除く）
■申②③獅７月６日昭～各開催日前日に、
直接か電話で同センターへ ④獅７
月６日昭～２０日昭に、直接同センタ
ーへ（電話申込不可）
※いずれも休館日を除く午前９時～
午後８時。

①プール夏休み期間営業時間変更
■時７月２１日晶～８月３１日昭（捷を除く）
■内上記期間中は利用時間を午前１０時～
午後９時に変更

②ベーシックエアロ（初心者向け）
■時８月２日昌～２３日昌の毎週昌午後１
時３０分～２時３０分（全４回）

■対１８歳以上で運動制限のない人
■定２５人程度（先着順）
■持運動のできる服装・室内シューズ、
タオル、飲み物（ペットボトル）

③アクアビクス＆筋力トレーニング体
験会
■時８月３日昭～２４日昭の毎週昭午後１
時～２時（全４回）

■対１８歳以上
■定３０人（先着順）
■持水着、水泳帽子
④夏休みラスト！子供水泳教室
■時８月２２日昇～２５日晶①午前１０時～１１
時 ②午前１１時～正午 いずれも全
４回

■内水慣れやクロールから始めます
■対①小学１・２年生 ②小学３・４年生
※２５杓泳げない人が対象です。

■定各１５人（先着順）
■￥３０００円
■持水着、水泳帽子、必要な人はゴーグル

日ごろから練習を重ねる劇
団の成果を発表してみません
か。出演団体が協力して創り
上げる手作りの演劇祭です。
皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
■時来年２月３日松・４日掌

■場アンフォーレ
■対活動拠点を市内又は近隣市に置く団体
■申８月１１日抄までに、代表者の住所・氏名・電話（ファクス）番号、
団体名を郵送（必着）かファクスで市民ギャラリー（〒４４６－００２６安
城町城堀３０／胃〈７７〉４４９１／緯〈７７〉６８５３）へ

■時８月２０日掌午前９時３０分～午後１時
■場文化センター
■内愛知県で獲れる水産物について楽し
く学び、「えび」、「ちりめん」を用いた
料理を作り、試食します

■講叙昭和、グリーンそう
■対小学３～６年生と保護者
■定１２組（１組２、３人程度。定員を超
えた場合は抽選）

■￥１人３００円
■持エプロン、三角巾、手ふき、お子さ
んは上履き

■他えびを使用するので、アレルギーの
ある人はご注意ください

■申７月１４日晶までの午前８時３０分～午
後５時１５分（松掌を除く）に、直接か
電話又は「親子お魚教室」と件名に明
記して、代表者の住所・氏名・電話
番号、参加人数（大人・子どもそれ
ぞれの人数）を郵送（必着）かファクス、
Eメールで農務課（〒４４６－８５０１住所
不要／胃〈７６〉１１１２／nomu@city.
anjo.lg.jp／緯〈７１〉２２
３３）へ
※右QRコードからも
申込できます。

蛾 広報あんじょう 2017.7.1

■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師 ■対対象・資格 ■定定員 ■￥費用 ■持持ち物 ■他その他

■対安城・碧南・刈谷・知立・高浜市在
住・在勤・在学の人（いずれの会場
でも受講できます）
※団体受講を希望する場合は、最寄
りの消防署へ問い合わせてください。
■定各２０人（先着順）
■申７月５日昌午前９時から、電話で各
申込先へ
■問衣浦東部広域連合消防課（緯〈６３〉０１３５）
普通救命講習Ⅲ
■時７月１５日松午前９時～正午
■内小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、
ひきつけ・のどに異物が詰まった時
の処置等
■場■申碧南消防署救急係（緯〈４１〉２６２５）
普通救命講習Ⅰ
■時７月１６日掌午前９時～正午
■内心肺蘇生法（気道確保・人工呼吸・
胸骨圧迫）、ＡＥＤの使用法、止血法等
■場■申安城消防署救急係（緯〈７５〉２４９４）
実技救命講習
■時７月２３日掌午前９時～１１時
■内心肺蘇生法、AEDの使用法、止血
法の実技講習

■対応急手当WEB講習又は救命入門コ
ース受講者が普通救命講習Ⅰにステ
ップアップするコース
■場■申知立消防署救急係（緯〈８１〉４１４４）

親子お魚教室 ˝

スポーツセンターへ行こう ˝ 救命講習会 ˝



賀広報あんじょう 2017.７.1

■時７月１５日松午前１０時～１１時
■内民話「ぐだらの池」の語りや、昔話
「わらしべ長者」のパネルシアター、
「ねずみのよめいり」のエプロンシア
ター、オカリナ演奏や手品等、親子
で楽しめます
※かわいいお土産もあります。

■講わらしべの会
■対幼児～小学校低学年の子どもと保護者
■定５０組（先着順）
■場■申７月１４日晶までに直接か電話で昭
林公民館（緯〈７７〉６６８８）へ

エプロンおばさんとむかし
むかし１６

˝
˝

■申申込方法等 ■問問い合わせ先 ※なお、指定及び制限を設けない項目は記載していません。

■時８月３日昭午後２時～４時
■場安城更生病院（安城町）
■内医師講話「神経難病との付き合い方」、
医療相談（定員有）
■講杉浦真氏（安城更生病院在宅医療連
携推進センター長兼神経内科在宅診
療部長）
■対神経系難病患者と家族、支援に関わ
る医療介護関係者
■定医療相談施５人（予約制）
■申７月２８日晶までに電話で衣浦東部保
健所 健康支援課（緯〈２１〉９３３８）へ

平成２９年度第１回神経系
難病患者・家族教室

˝
˝

①・②共通事項
■場愛知障害者職業能力開発校（豊川市）
■対主に在職中の障害者で、基本的なパ
ソコンの操作ができる人

■定各１０人（定員を超えた場合は抽選）
■申各申込締切日までに、申請書を郵送
（必着）かファクス・Eメールで愛知
障害者職業能力開発校（〒４４１－１２３１
豊川市一宮町上新切３３－１４／胃０５３３
〈９３〉６５５４／noryokukaihatsuko@
pref.aichi.lg.jp／緯０５３３〈９３〉２１０２）へ
※申請書は同校HPで配布。

■問市障害福祉課（緯〈７１〉２２２５）
①機械CAD入門
■時８月２０日掌・２７日掌午前９時～午後
４時（全２回）
■申申込締切日獅８月１４日捷

②フォトショップ基礎
■時９月３日掌・１０日掌午前９時～午後
４時（全２回）

■申申込締切日獅８月２５日晶

障害者スキルアップ講座
（在職者訓練）

˝
˝ ボランティアの先生と一緒に、日本

語や学校の勉強をしましょう。
■時７月２４日捷・２６日昌・２８日晶・３１日
捷、８月２１日捷・２３日昌・２５日晶・
２８日捷午前１０時～１１時３０分（全８回）
■場市民会館
■内学校の教材や夏休みの宿題等を用い
て、日常生活等で必要な日本語の学
習に取り組みます

■対市内在住の日本語を母語としない小
学１～６年生の外国人児童（外国に
ルーツを持つ子を含む）

■定１０人（先着順）
■￥４００円
■他指導ボランティアも募集
■申７月５日昌～２０日昭午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌抄を除く）に、直
接か電話で市国際交流協会（緯〈７１〉
２２６０）へ

衣浦東部浄化センター
夏休み親子下水道教室

˝
˝

■時７月２８日晶午後１時３０分～４時３０分
■場衣浦東部浄化センター（碧南市港南町）
■内下水道の仕組み等の学習、施設見学
■対小学生と保護者
■定２０組（先着順）
■申７月１８日昇～７月２６日昌午前９時～
午後５時（松掌を除く）に、電話で衣
浦東部浄化センター（緯〈４８〉８２１０）へ

■問市下水道課（緯〈７１〉２２４７）

■問堀内公園（緯〈９９〉５９４７）
水の舞台開放
■時７月１日松・２日掌・８日松・９日
掌・１５日松～１７日抄・１９日昌～８月
３１日昭午前１０時～午後４時
※休園日を除く。
※天候・気温等により中止の場合有。

■対おむつが外れた子～小学生
※未就学児は１８歳以上の保護者同伴。
水遊び用おむつの上に水着着用の子
は利用できます。
スタンプ DEGET
■時７月１５日松～１７日抄午前９時～午後
４時（雨天中止）
■場■内各有料遊具（サイクルモノレール、
メリーゴーランド、観覧車、汽車）
のスタンプをGETしよう！抽選で景
品を進呈します
■対３歳～小学生
■￥各遊具利用料
■定各２００人（当日先着順）
すいか割り体験会と試食会
■時７月２２日松午前１１時（事務所前にて
午前１０時５０分より受付）
※雨天の場合は２３日掌に実施。
■定すいか割り獅１５人（当日先着順） 試
食会獅すいかがなくなり次第終了

夏休み子ども日本語教室 ˝

堀内公園の催し ˝

■問行政課（緯〈７１〉２２０９）

実施機関別の請求（申出）状況 単位：件

計個人情報開示
請求公文書開示請求実施機関名

９０２７６３市長
９０９教育委員会
９９２７７２計

開示・非開示等の決定状況 単位：件

非開示の主な
理由計個人情報開示

請求公文書開示請求決定内容

４４１６２８全部開示
個人情報３６８２８一部開示
不存在１８３１５非開示

１０１取下げ
９９２７７２計

不服申立て 単位：件

件数実施機関名

１６市長
１６計
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①～⑨共通事項
■場環境学習センターエコきち
■申７月４日昇から各開催日の３日前
までの午前９時～午後９時（昌を
除く。開催３日前が昌の場合はそ
の前日まで）に、講座名・住所・氏
名・年齢・電話番号・参加人数を
直接か電話・ファクスで環境学習セ
ンターエコきち（緯・胃〈７６〉７１４８）へ

①竹水鉄砲をつくってあそぼう
■時■内①竹水鉄砲で忍者あそび獅７月
１６日掌 ②竹水鉄砲で的当て獅７
月２９日松 いずれも午前１０時～１１
時３０分

■講①獅服部真史氏 ②獅エコきち職員
■対４歳以上の子と保護者
■定各１０組（先着順）
■￥①獅子ども１人３００円 ②獅１人
３００円
■持ぬれてもいい服装、靴、タオル
②アクリルたわしで川をきれいに
■時７月１７日抄午前１０時～１１時３０分
■講中嶋雅子氏（日本手芸普及協会講師）
■対小学４年生以上（４年生は保護者
同伴）

■定５人（先着順）
■￥１００円
■持かぎ針８号
③森の自由工作（間伐材で自由工作）
■時７月２３日掌午前１０時～１１時３０分
■講榊原昭二氏
■対小学生以上（１年
生は保護者同伴）
■定１０人（先着順）
■￥２００円
④真夏のスノードームづくり
■時７月２８日晶午前１０時～１１時３０分
■講本間義彰氏
■対４歳以上の子と保護者
■定１０組（先着順）
■￥３００円

⑤ペーパードールづくり
■時７月２５日昇・２７日昭午前１０時～１１
時３０分

■講大橋輝美子氏
■対４歳以上の子と保護者
■定各１０組（先着順）
■￥１人２００円
⑥オリジナル貯金箱づくり
■時７月２５日昇午後１時３０分～３時
■内牛乳パックとはぎれで作ります
■講稲垣愛美氏
■対小学１～４年生の子と保護者
■定１０組（先着順）
■￥１人３００円
■持ボンドがついてもいい服装
⑦夏休みのポスターをかこう
■時７月３０日掌午前１０時～１１時３０分
■講鬼頭茂雄氏
■対小学生（１年生は保護者同伴）
■定１０人（先着順）
■￥１人１００円
■持絵の具・筆等の画材、ポスター用
紙、汚れてもいい服装

⑧中華まんをつくって食べよう
■時７月２１日晶午前１０時～１１時３０分
■講杉浦ひろ子氏（安城市環境アドバ
イザー）
■対４歳以上の子と保護者
■定１０人（先着順）
■￥１人２００円
■持エプロン、マスク、ふきん、三角巾
⑨自然栽培あずきで小倉パイづくり
■時７月２４日捷午前１０時～１１時３０分
■講神谷直子氏
■対４歳以上の子と
保護者

■定１０人（先着順）
■￥１人２００円
■持エプロン、マスク、ふきん、三角
巾、めん棒又はラップの芯

雅 広報あんじょう 2017.7.1

■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師 ■対対象・資格 ■定定員 ■￥費用 ■持持ち物 ■他その他

■時７月１６日掌午後１時～４時
■場環境学習センターエコきち
■内梅の整枝・剪定を学びます
■講愛知県緑化センター公共施設緑化指
導員
■対市内在住・在勤・在学者
■定５０人（当日先着順）
■持筆記用具
■問エコネットあんじょう（緯〈５５〉１３１５）、
環境都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

緑あふれる美しい都市景観
づくりを学ぼう

˝
˝

学校で食べている人気の給食メニュ
ーを、親子で一緒に楽しく作りましょ
う。給食を作っている調理員がおいし
く作るコツを伝授します。
■時①７月２７日昭 ②８月２日昌 ③８
月９日昌 ④８月１０日昭 いずれも
午前１０時～午後１時（受付は午前９
時２０分から）

■場文化センター
■内献立獅ビビンバ、スープ
■対市内在住の小学生と保護者
※安全のため、未就学児は入室不可。

■定各１０組（先着順）
■￥１人３００円
■持エプロン、三角巾（バンダナ）、マス
ク、子ども用上履き、水分補給用の
飲み物

■他申込は１日のみ。過去に参加した家
族は申込できません

■申７月５日昌～１１日昇午後２時～５時
（松掌を除く）に、電話で市学校給食
協会給食事務所（北部調理場内／緯

〈７６〉４７００）へ
■問同協会給食事務所、同協会事務局
（市役所西庁舎内／緯〈７５〉２３２２）

親子給食調理教室 ˝

■時７月１２日昌～１７日抄午
前９時～午後５時（１７
日は午後３時まで）

■内元愛知大学教授の松下
智氏が半世紀以上にわ
たり収集した、世界のお茶と珍しい
茶具２００余点の展示
※１５日松・１６日掌午後１時３０分～２
時３０分にはギャラリートークも実施。
■場■問市民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）

世界の茶と茶具
～茶は世界を結ぶ～

˝
˝

電話番号リサイクル自転車取扱店
緯〈７６〉８７０３山本自転車店（別郷町）

緯〈７６〉３３８７ソウリンサイクル商会
（明治本町）

緯〈７６〉２０２４サイクルショップ二藤
（御幸本町）

放置自転車の中で再利用可能なもの
を点検整備し、下記の取扱店３店にて、
各店３・４台をリサイクル販売します。
まちの美観、歩行者等の通行の妨げ
となる放置自転車をなくし、きれいな
まちをつくりましょう。
■時７月１４日晶から
■問維持管理課（緯〈７１〉２２３７）
※自転車の詳細は各店へ問い合わせ
てください。

放置自転車のリサイクル販売 ˝
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■時７月２６日昌午前１０時～１１時３０分
■場安祥閣
■内浴衣の着付を学びます
■講金子智子氏（中部きもの研究会 おお
ぎ和装学院）
■対女性
■定１０人（先着順）
■￥５００円
■持浴衣、半幅帯、ゆかたスリップ、伊
達〆、帯板、紐３本、タオル２枚
■申７月７日晶～２２日松午前１０時～午後
４時に、住所・氏名・電話番号・参
加人数を直接か電話で安祥閣（緯〈７４〉
３３３３）へ

浴衣着付け講座 ˝ひとり親家庭バス旅行 ˝

■時８月２０日掌午前８時１５分
■場名古屋市科学館（名古屋市） 集合獅

市役所西駐車場
■対市内在住のひとり親家庭の子と保護者
■定４０人（先着順）
■￥１人１５００円（３歳以下は無料。但し、
弁当代は必要）
■申７月１６日掌～３０日掌に、住所・氏名・
電話番号をファクスで母子福祉会・
成島清美さん（緯・胃〈９９〉６５５４）へ
なり しま

※７月１６日午前８時～正午のみ電話で
も申込可。

■問子育て支援課（緯〈７１〉２２２９）

■申申込方法等 ■問問い合わせ先 ※なお、指定及び制限を設けない項目は記載していません。

■申各申込開始日午前９時から（休館日
を除く）電話で歴史博物館（緯〈７７〉６６
５５）へ
オリジナル風鈴づくり
■時７月２３日掌午前１０時～正午、午後１
時～３時
■内ガラスに自由に絵を
描いて、オリジナル
の風鈴を作ります
■定各２５人（先着順）
■￥５００円（材料費含む）
■申申込開始日施７月８
日松

夏休み自由研究相談会
■時７月２８日晶～３０日掌午前１０時～午後
３時
■内歴史関係の自由研究について、題材
や調べ方を助言。親子での参加も可
（相談時間は最長３０分）
■対小学３年生～中学生
■申申込開始日施７月１５日松

※希望日・時間・調べたいテーマを
伝えてください（当日申込も可）。

歴史博物館の催し ˝

安城七夕まつりの公式キャラクター
「きーぼー」の誕生日は７月７日。誕生
祭を開催します。（雨天中止）
■場安城七夕神社（桜町、安城神社北西）
■問叙安城スタイル（緯〈７３〉９５１１）、商工
課（緯〈７１〉２２３５）

きーぼー出会いの儀

■時７月７日晶午後５時・７時
■内安城七夕神社に複数のきーぼーが出
現します。来場者はきーぼーと記念
撮影できます

七夕笹飾り奉納
■時７月７日晶午後４時・６時（各３０分）
■内保育園・幼稚園、学校、町内会、会
社、個人等で
飾った笹飾り
を会場に持参
してください。
笹飾りは当日
安城七夕神社
に納めます

安城七夕神社きーぼー誕生
祭

˝
˝

①野菜づくり入門コース受講生
■時開講式獅８月２４日昭 研修期間獅

８月２９日昇～来年１月２６日晶

■内秋冬野菜の栽培実習、農業関連施
設の視察等（週に２回程度）

■対市内在住で畑の管理作業等ができ
る健康な人

■定５人（定員を超えた
場合は抽選）

■￥１５０００円（苗・肥料・
保険を含む）
■申申込期限施７月１５日松

②親子秋ジャガ植付・収穫体験
■時植付獅８月２６日松 収穫獅１１月１８
日松午前９時３０分～１１時（全２回）

■対市内在住の小学生以下とその保護
者

■定２０組（定員を超えた
場合は抽選）

■￥１組１０００円
■申申込期限施７月２０日昭

③一坪農園 秋冬野菜づくり
■時９月２日松・１６日松・３０日松、１０
月１４日松・２８日松、１１月２５日松午
前１０時から１時間程度（全６回）
※９月２日は午前１１時３０分終了予
定。１０月２８日は午後１時３０分開始
予定。

■内３釈程度の畑で、キャベツ、ブロ
ッコリー等、５種類程の野菜の植
付、管理、収穫等の作業をします。
器具や資材、野菜の苗等は同セン
ターで用意

■対市内在住者
■定１８組（定員を超えた場合は抽選）
■￥１組１５００円（種子・苗・保険を含
む）

■申申込期限施７月２０日
昭

①～③共通事項
■場アグリライフ支援センター
■申各申込期限までの午前８時３０分～午後５時１５分（捷抄を除く）に、①施受講
申込書を持参か郵送（必着）でアグリライフ支援センター（〒４４４－１２０１石井
町辻原１３１－２）へ ②・③施代表者の住所、氏名、連絡先、参加者数（代
表者含む大人、子どもの人数）を郵送
（必着）・電話・ファクス・Eメールで
同センター（緯〈９２〉６２００／胃〈９２〉６１２２
／agrilife@city.anjo.lg.jp）へ
※①の申込書は同センター・農務課・
文化センター・各地区公民館・市HP
等で配布。
※各記事QRコードからも申込可。 ①①野菜づくり入門コー①野菜づくり入門コースス
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ペットボトルのキャップを使って
絵を描くエコキャップアート。エコ
キャップ甲子園とは、自分たちでデ
ザインしたエコキャップアート作品
を制限時間内に完成させる新しい競
技です。
■時８月１９日松午後１時～４時３０分
■場アンフォーレ
■対５名程度で構成するグループ
※居住地・年齢での制限はありま
せん。

■定１５団体（選考により決定）

■申７月１８日昇まで市HPから申し込
めます

■問環境都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

■問デンパーク（緯〈９２〉７１１１）
■￥入園料別途必要
デンパーク２０周年記念特別展示ガイド
専門スタッフが特別展示「ハイビス

カス」の魅力や展示デザイン、栽培等
について解説します。展示期間中は苗
の特別販売も合わせて行います。
■時７月８日松・９日掌午前１０時３０分～
１１時
早朝ハスまつり
早朝に咲く美しいハ
スの姿をご覧いただく
ため、期間中は朝６時
に開園。冷たい蓮花茶

はすはなちゃ

のふるまいや象鼻杯の
ぞう び はい

体験等ができます。
■時７月１５日松～１７日抄

熱気球フライト体験
■時７月１５日松～１７日抄午前６時～１１時
■場第４駐車場
■定１日３００人（当日先着順）
■￥３歳～中学生獅５００円 大人獅１０００円
■他気象条件により変更・中止の場合有

デンパークの催し ˝

■時８月１９日松午後１時～２０日掌正午
■場市茶臼山高原野外センター（長野県
下伊那郡）
※希望者は現地まで市のマイクロバ
スで送迎（先着順）。
■内野外活動、キャンプファイヤー等
■対市内在住・在勤・在学者で構成する
家族
■定１５家族６０人（先着順）
■申７月１５日松～８月５日松午前９時～
午後５時（休業日を除く）に、申込書
を持ちスポーツ課（野球場Ａ面スタ
ンド下／緯〈７５〉３５３５）へ
※申込書は同課・市ＨＰで配布。

ファミリーキャンプ ˝

■時７月２２日松午後１時３０分（開
場は午後１時）

■場文化センター
■内■講演題獅大人の『終活』新作法
～いつか来る別れの日のため
に～ 講師獅金子稚子氏（ラ

わか こ

イフ・ターミナル・ネットワ
ーク代表 終活ジャーナリスト）

■対市内在住・在勤・在学者
■定５００人（当日先着順）
■他手話通訳・要約筆記有
■問高齢福祉課（緯〈７１〉２２６４）

〈講師プロフィール〉
誰もが必ず迎える「その
時」のために、情報提供
と心のサポートを行って
いる。多死社会を前に、
人々の死の捉え直しに力
を入れ、真の『終活』、アクティブ・エン
ディングを提唱し、自分で「生き方・逝
き方」を決める必要性を訴えている。一
般社団法人日本医療コーディネーター協
会顧問。夫は２０１２年１０月に他界した流通
ジャーナリストの金子哲雄氏。

デンパークの体験教室 ˝

①～④共通事項
■対子どもと保護者（子ども１人につき
保護者１人、④を除く）

■他入園料別途。都合により変更する場
合有。詳細は問い合わせてください

■申７月５日昌～各申込期限日の午前９
時３０分～午後５時に、直接か電話で
同クラブハウス（緯〈９２〉７１１２）へ

①昆虫博士によるカブトムシ・クワガ
タムシ飼育教室
■時７月２３日掌・３０日掌午前１１時～正午、
午後１時３０分～２時３０分
■内昆虫飼育のプロが飼育のコツを教え
ます。カブトムシペアのお土産付

■講松井茂樹氏（東邦
昆虫センター オ
ーナー）

■定各２０組（先着順）
■￥１組１０００円
■申申込期限施各開催
日７日前

②ベネチアンガラスの箸置き作り
■時７月２９日松午前１１時～正午、午後１
時３０分～２時３０分
■講奥山祐代氏（ステンドグラス工房
AtelierIris主
宰）

■定各１５組（先着順）
■￥４０００円
■申申込期限施７月２２日松

③親子「軽バイオリン」作り教室
■時７月３１日捷午前１０
時～午後４時

■講加藤正行氏
■定１５組（先着順）
■￥８０００円
■申申込期限施７月２４日捷

④フォトマスターEX
■時８月４日晶・２５日晶午前１０時～正午
（全２回）
■講鶴田郁夫氏
■定２０人（先着順）
■￥２３００円
■申申込期限施７月２８日晶
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■申申込方法等 ■問問い合わせ先 ※なお、指定及び制限を設けない項目は記載していません。

■時７月１１日～２０日
■内運動重点施

暫子どもと高齢者の交通事故を防ご
う
暫歩行中・自転車乗用中の交通事故
をなくそう
暫飲酒運転を根絶しよう
暫後部座席を含めた全ての座席でシ
ートベルトとチャイルドシートを正
しく着用しよう
■問市民安全課（緯〈７１〉２２１９）

夏の交通安全市民運動 ˝

①・②共通事項
県に提出された大規模小売店舗立地
法に係る届出書を縦覧します。
■時９月４日捷までの開庁時間
■場■問県商業流通課（緯０５２〈９５４〉６３３８）、
市商工課（緯〈７１〉２２３５）
①バロー安城店
■内店舗名称獅バロー安城店／篠目町
縦覧内容獅建物設置者の名称変更及
び小売業者の入退店等
②バロー安城日の出ショッピングセン
ター
■内店舗名称獅バロー安城日の出ショッ
ピングセンター／日の出町 縦覧内
容獅建物設置者の名称変更、小売業
者の変更及び未定小売業者の決定

大規模小売店舗立地法に係
る届出書の縦覧

˝
˝

老齢基礎年金を受け取るのに必要な
期間（受給資格期間）が、「２５年」から「１０
年」に短縮されることになりました。
対象となる人には、日本年金機構から
黄色の封筒（Ａ４）をお送りしています。
制度の開始は平成２９年８月１日で、

平成２９年１０月の年金の支払からが対象
です。請求手続をまだされていない方
は、ねんきんダイヤルに電話をし、予
約をした上で年金事務所にて手続を行
ってください。
■問ねんきんダイヤル（緯０５７０〈０５〉１１６５
／平日午前８時３０分～午後５時１５分
（捷のみ午後７時まで。捷が休日の
場合は、休日明けの初日）、第２松午
前９時３０分～午後４時）

年金請求書の手続漏れは
ありませんか？

˝
˝

市公平委員会委員に稲垣水かげ氏
み

（山崎町・再任）と米田暢
ちょう

児氏（里町・
じ

新任）が選任されました。任期は平成
３３年６月１９日までです。
■問行政課（緯〈７１〉２２０８）

公平委員会委員の選任 ˝

西三河５市のクールシェア対象施設
を利用し、キーワードを集めて賞品を
当てよう。
■時７月１日松～９月３０日松

■場市内対象施設獅アンフォーレ、デン
パーク、歴史博物館、丈山苑、マー
メイドパレス
■内各施設掲示の「クールシェアPRポス
ター」のキーワードを集めて応募
■他本市以外の対象施設や賞品、応募方
法等の詳細は各施設に設置されたチ
ラシをご覧ください
■問環境都市推進課（緯〈７１〉２２０６）

◆◆◆衣浦東部広域連合ＮＥＷＳ◆◆◆
本年第１回衣浦東部広域連合議会臨時会を、５月２９日に広域連合議場（刈
谷市役所）にて開催。今議会は碧南市、安城市及び高浜市選出議員の辞職に
より３市議会において後任の広域連合議会議員が選出されたことに伴うもの
です。議長に北川広人議員が、副議長に中嶋祥元議員が選出されました。引

よし ゆき

き続き、監査委員（議会選出）の人事案件が同意されました。
また、衣浦東部広域連合個人情報保護条例の一部を改正する条例及び衣浦
東部広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定並
びに災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車及び災害対応特殊屈折はしご付消
防ポンプ自動車更新に伴う財産の取得の４議案が可決されました。
●今回選出の衣浦東部広域連合議会議員（議席番号順） 〈以下敬称略〉
碧南市選出獅磯貝明彦、鈴木清貴、新美交陽

こう よう

安城市選出獅松本佳栄、石川博雄、辻山秀文、今原康徳、大屋明仁
か え

高浜市選出獅柳沢英希、北川広人
●正副議長
議長獅北川広人（高浜市）
副議長獅中嶋祥元（刈谷市）
●同意された人事
監査委員（議選）獅水野浩（知立市）
■問衣浦東部広域連合総務課（緯〈６３〉０１３１） 北川議長 中嶋副議長

６月４日に開催した消防団消防操法
競練会の結果は以下のとおりです。
■内小型ポンプの部諮優勝獅志貴分団
準優勝獅西尾分団 ３位獅池浦分団
４位獅二本木分団 ５位獅赤松分団
６位獅三別分団 ７位獅新田分団
８位獅東尾分団
ポンプ車の部諮優勝獅桜井分団 準
優勝獅小川分団
■問危機管理課（緯〈７１〉２２２０）

消防団消防操法競練会結果 ˝

■内利用日獅平成３０年１０月２日～平成３１
年３月３１日

■申優先予約（条件：連続する４日間以上
の利用、３室以上又は３階全室利用
のどちらにも該当）施７月２５日昇～
３０日掌午前９時～午後５時 通常予
約施８月１日昇～１０日昭午前９時～
午後５時（７日捷を除く）に、直接市
民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）へ
※電話申込不可。
※希望日が重複した場合は抽選。
※申込期間以降は随時受付。

市民ギャラリー展示室の利
用予約を受付

˝
˝

クールシェアで西三河巡り ˝
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■時期間・日時 ■場場所 ■内内容 ■講講師 ■対対象・資格 ■定定員 ■￥費用 ■持持ち物 ■他その他

市民課等の窓口で使用する
封筒提供事業者

˝
˝

市民課等の窓口で使用する、広告を
掲載した封筒の提供事業者を募集します。
■他詳細は市HP内「市民課等の窓口で使
用する封筒提供事業者募集について」
のページ参照
■申７月３日捷～８月１０日昭午前８時３０
分～午後５時１５分（松掌抄を除く）に、
申込書・納税証明書・封筒の見本又
は案を持参か郵送（必着）で市民課
（〒４４６－８５０１住所不要／緯〈７１〉２２２１）
へ

放送大学はテレビやインターネット
を利用して授業を行う通信制の大学で
す。心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学等、約３００の幅広い授
業科目があり、１科目から学ぶことが
できます。
１０代から９０代の幅広い世代の方が、
大学を卒業したい、学びを楽しみたい
等、様々な目的で学んでいます。
■時出願期間諮第１回出願閣８月３１日昭

まで 第２回出願閣９月２０日昌まで
■他資料は放送大学へ請求してください
■問放送大学愛知学習センター（緯０５２
〈８３１〉１７７１）

平成２９年度第２学期放送大
学学生

˝
˝

■内採用日獅９月１日 勤務内容獅障害
を有する者の障害支援区分を認定す
るための訪問調査等 勤務日時獅捷

～晶のうちの週３日午前１０時～午後
５時 賃金獅時給１４００円（支給管理
業務９８０円）、通勤割増１日２００円 選
考獅面接（７月３１日捷）

■対次のいずれにも該当する人
暫医療・看護・福祉等の国家資格を
有し、３年以上の実務経験がある
暫簡単なパソコン操作ができる
■定１人
■申７月２４日捷までの午前８時３０分～午
後５時１５分（松掌抄を除く）に、採用
申込書・各種資格免許証の写しを持
参か郵送（必着）で障害福祉課（〒４４６
－８５０１住所不要／緯〈７１〉２２２５）へ
※募集要項・採用申込書は同課・市
HPで配布。

障害支援区分認定調査員臨
時職員

˝
˝

介護職員初任者研修を修了し、１年
以内に市内介護保険サービス事業所に
介護従事者として就労した場合に補助
金を交付します。
■内補助内容獅研修に係る受講料、実習
費、テキスト代の合計の３分の２
（上限６万５千円）を補助
■対次のいずれにも該当する人
暫研修又は講座の受講料を納入した
暫介護職員初任者研修の修了後１年
以内に市内の介護保険サービス事業
所に介護従事者として雇用され、３
カ月以上就労（１カ月概ね１５日以上
勤務）している
暫安城市に住民登録がある
暫他の機関等から補助を受けていない
暫本補助金の交付を受けていない
暫市税の滞納がない

■持必要書類等獅交付申請書兼実績報告
書、就労した介護保険サービス事業
所が発行する就労証明書（就職年月
日及び１カ月の勤務日数が分かるも
の）、研修課程を修了した旨の証明書
（原本）、研修の受講料等の領収書（原
本）、印鑑（認め印）

■申就労開始後３カ月経過してから６カ
月以内の捷～晶午前８時３０分～午後
５時１５分（松掌抄を除く）に、必要書
類等を持って高齢福祉課（緯〈７１〉２２
９０）へ

介護従事者支援事業補助金 ˝

安城の三河万歳後援会では国指定重
要無形民俗文化財の「三河万歳」を支援
する活動を行っています。郷土の伝統
芸能として三河万歳を後世まで引き継
ぐために、保存会への活動援助や各地
での実演披露による普及、後継者育成
等の活動を支援しています。皆さんの
ご協力をお願いします。
■￥年会費諮普通会員閣１０００円 特別会
員閣３０００円以上
■他加入者には粗品（手ぬぐい）を進呈し
ます
■申午前８時３０分～午後５時１５分（休館
日を除く）に、年会費を持って安城
の三河万歳後援会事務局（歴史博物
館内／緯〈７７〉６６５５）へ

安城の三河万歳後援会会員 ˝市施設の指定管理者 ˝

①・②共通事項
平成３０年４月１日から次の施設の管
理運営を行う指定管理者を募集します。
■内業務内容獅施設の利用に関する業務、
施設及び設備の維持管理に関する業
務。詳細は問い合わせるか、募集要
項を確認してください

①安城市民交流センター

■内担当課獅市民協働課（緯〈７１〉２２１８）
■申募集要項等配布期間獅７月３日捷～
１８日昇に担当課・市HPで配布 書
類受付期間獅８月２４日昭～３１日昭に
必要書類を持ち担当課へ
※いずれも午前８時３０分～午後５時
１５分（閉庁日を除く）。
②安城市民会館

■内担当課獅生涯学習課（文化センター
内／緯〈７６〉１５１５）
■申募集要項等配布期間獅７月４日昇～
１８日昇に担当課・市HPで配布 書
類受付期間獅８月２２日昇～２９日昇に
必要書類を持ち担当課へ
※いずれも午前９時～午後５時（休
館日を除く）。

緑の基本計画を策定するため、委員
の一部を公募します。
■内任期獅９月１日～平成３１年８月３１日

選考獅書類審査、面接（８月７日捷）
会議回数獅平日の昼間に年２・３回
程度 報酬獅会議１回につき７５００円
■定１人程度
■対２０歳以上の市内在住者
■他選考の結果は全員に通知し、選出さ
れた委員の氏名は市HP等で公表

■申７月３日捷～１８日昇午前８時３０分～
午後５時１５分（松掌抄を除く）に、応
募用紙（公園緑地課・市HPで配布）
と４００字程度の論文（テーマ「緑を増
やすには」）を持参か郵送（必着）・
ファクス・Eメールで同課（〒４４６－
８５０１住所不要／胃〈７６〉００６６／koen
@city.anjo.lg.jp／緯〈７１〉２２４４）へ

緑化審議会の委員 ˝



（ ）内は前月比

〈平成29年6月1日現在〉
総 人 口
男 性
女 性

世 帯 数

187,472人（＋146）
96,254人（＋ 49）
91,218人（＋ 97）

73,970世帯（＋ 95）

火 災
救 急

（年間累計／前年対比）

刑 法 犯
交通事故
負 傷 者
死 者

143件（561件／－52）
72件（382件／＋ 1）
71人（379人／± 0）
1人（ 3人／＋ 1）

人口・世帯

5月の火災・救急

5月の犯罪・事故

5件（うち建物 3件）
596件（うち急病402件）

解

■問豊田おいでんまつり実行委員会事務
局（豊田市商業観光課内／緯０５６５〈３４〉
６６４２）
■他公共交通機関を利用してください
おいでんファイナル
■時７月２９日松午後５時～８時３０分
■場名鉄豊田市駅東側一帯
■内市内各地で開催され
るマイタウンおいで
んの締めくくり「お
いでんファイナル」。
マイタウンおいでん
で活躍した踊り連が
笑顔と元気のあふれ
る踊りを披露します
花火大会
■時７月３０日掌午後７時１０分～９時
※雨天決行。荒天又は河川増水時は
中止。
■場矢作川河畔（白浜公園一帯／名鉄豊
田市駅下車徒歩１０分）
■内スターマイン、メロディ花火、仕掛
け花火、地上約３０杓の高さからのナ
イアガラ大瀑布等が夜空を彩ります

だい ばく ふ

豊田おいでんまつり 豊
田

碧南市最大の
市民参加型イベ
ントです。メイ
ンの総踊りをは
じめ、出店やス
テージ発表、復
興応援グッズの
販売等、イベントが盛りだくさんです。
■時７月２８日晶午後６時～９時、２９日松

午後２時～８時４５分
■場２８日施碧南市役所東側駐車場 ２９日
施碧南市役所前道路及びその周辺
■問碧南市地域協働課（緯〈４１〉３３１１）

第２０回 元気ッス！へきなん 碧
南

■申申込方法等 ■問問い合わせ先 ※なお、指定及び制限を設けない項目は記載していません。
広報あんじょう 2017.７.1

■他詳細は問い合わせてください
■問自衛隊愛知地方協力本部安城地域事
務所（緯〈７４〉６８９４）、市危機管理課（緯

〈７１〉２２２０）
一般曹候補生
■時受付期間獅７月１日松～９月８日晶

試験日諮１次獅９月１６日松又は１８日
抄 ２次獅１０月５日昭～１１日昌のう
ちのいずれか１日

■対１８歳以上２６歳以下（平成３年４月２
日～平成１２年４月１日に生まれた人）

自衛官候補生
■時受付期間獅年間を通じて募集 試験
日獅受付時に案内
■対１８歳以上２６歳以下（平成３年４月２
日～平成１２年４月１日に生まれた人）

海上・航空自衛隊 航空学生
■時受付期間獅７月１日松～９月８日晶

試験日諮１次獅９月１８日抄 ２次獅

１０月１７日昇～２２日掌 ３次獅１１月１８
日松～１２月２１日昭

■対高等学校を卒業した（見込含む）２０歳
以下の人
※海上自衛隊は２２歳以下。

自衛官 ˝

夏まつり
■時７月３０日掌、８月２日昌～６日掌

■場岡崎公園、イオンモール岡崎、NEO
PASA岡崎、額田わんPark等
※詳しくは観光サイト「岡崎おでか
けナビ」でご確認ください。
■内ステージ、グルメ、夜市、盆踊り等
■問岡崎活性化本部（緯０５６４〈５７〉０２００）
花火大会
■時８月５日松午後
６時５０分～９時

■場乙川河川敷（名
鉄東岡崎駅から
徒歩７分）

■内仕掛け花火、金
魚花火、各種ス
ターマイン等が
楽しめます

■問岡崎市観光協会（緯０５６４〈２３〉６２１７）

岡崎城下家康公夏まつり・
第６９回花火大会

岡
崎

天下の奇祭
刈谷万燈祭（まんどまつり）

刈
谷

県の無形民
俗文化財に指
定された伝統
的な祭りです。
武者人形をか
たどった重さ
約６０手の「万燈」を若衆が一人で担ぎ、
お囃子に合わせて勇壮に舞います。
初日の新楽では万燈を担いで市内を
練り歩き、翌日の本楽では秋葉社境内
で舞が奉納されます。
■時７月２９日松・３０日掌

■場秋葉社周辺（刈谷市銀座／名鉄刈谷
市駅又はJR・名鉄刈谷駅下車）
※会場周辺に駐車場はありません。
■問刈谷市観光協会（緯〈２３〉４１００）

ボーイスカウト・ガールス
カウト新入団員

˝
˝

スカウト活動を通して健やかな青少
年を育てるため、スカウト新入団員を
募集します。
■内活動内容獅キャンプ・サイクリング・
スキー訓練等の野外活動、安城七夕
まつりでの奉仕活動や募金活動等
■対幼稚園・保育園の年長児及び小学生
■申昇～掌午前８時３０分～午後５時１５分
に青少年の家（緯〈７６〉３４３２）へ



回 広報あんじょう 2017.7.1

INFORMAÇÕESÚTEIS
8SEF8/INFORMATION

Português

EnglisK
外国語の
情報ボックス
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●本紙7月1日号は、1部38.2円でできています。
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インキを使用しています。

7月22日土～9月3日日 30

10

30

22 8 13 8 1 3

7月22日（土） 午後2時

8月19日（土） 午後2時
8月6日（日） 午後2時
出演：ecru Saxophone Quartet
　　 （エクリュ サクソフォン カルテット）

7月22日（土）～9月3日（日）

8月29日（火）～9月3日（日）は午後8時まで開館延長｡
イベント多数開催。

【午後2時～】7月30日（日）・8月5日（土）・8月27日（日）
【午後6時30分～】8月30日（水）・9月2日（土）
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